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○
平
成
26
年
産
生
産
者
米
価
に

つ
い
て

問
生
産
者
米
価
が
昨
年
に
続
き
暴

落
し
た
。
10
ａ
当
た
り
の
生
産
原

価
及
び
労
力
を
加
え
た
額
は
。
ま

た
、
生
産
者
米
価
は
な
ぜ
内
税
扱

い
な
の
か
。

　

稲
作
農
家
は
絶
望
的
危
機
状
態

で
、
今
後
の
担
い
手
・
地
域
営
農

対
策
の
強
化
、
対
応
策
が
急
務
と

考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

答
平
成
24
年
度
の
県
の
デ
ー
タ
に

よ
る
と
、
10ａ
当
た
り
の
米
の
生
産

原
価
は
、
種
苗
、
肥
料
、
農
薬
及

び
光
熱
水
費
を
含
め
８
万
３
６
５

６
円
と
な
って
お
り
、
さ
ら
に
労
働

力
を
含
め
る
と
12
万
７
１
８
３
円

と
な
って
い
る
。

　

ま
た
、
生
産
者
か
ら
の
農
協
の

買
取
価
格
が
内
税
扱
い
と
な
って
い

る
の
は
、
全
国
農
業
協
同
組
合
連

合
会
に
お
い
て
、
農
協
か
ら
の
買
取

価
格
を
内
税
と
し
て
い
る
た
め
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
集
落
営
農
の
育
成
は
急

務
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
地
域

や
集
落
で
の
話
し
合
い
に
お
い
て
組

織
づ
く
り
の
推
進
と
、
国
の
「
人
・

農
地
問
題
解
決
加
速
化
支
援
事

業
」
の
活
用
に
よ
り
、
法
人
化
・

組
織
化
に
努
め
た
い
。

　

ま
た
、
後
継
者
対
策
に
つ
い
て

は
、
集
落
営
農
の
推
進
を
図
る
と

と
も
に
、
国
の
青
年
就
農
給
付
金

事
業
を
活
用
し
、
担
い
手
育
成
を

支
援
し
た
い
。
さ
ら
に
、
長
生
農

業
事
務
所
や
Ｊ
Ａ
長
生
等
と
連
携

し
、
経
営
面
や
技
術
面
で
の
助
言

を
行
って
行
き
た
い
。

○
予
算
編
成
に
つ
い
て

問
実
質
収
支
が
４
年
連
続
で
10
億

円
を
超
え
る
黒
字
と
な
り
、
多
く

が
財
政
調
整
基
金
に
積
み
立
て
ら

れ
、
現
在
32
億
円
余
で
あ
る
。
基

金
も
必
要
か
と
思
う
が
、
教
育
・

福
祉
・
産
業
・
土
木
・
環
境
等
、

市
政
・
市
民
の
た
め
の
予
算
編
成

を
求
め
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

答
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
財

政
当
局
と
担
当
部
局
で
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
い
、
で
き
る
だ
け
市
民
要
望

に
応
え
る
よ
う
努
め
て
い
る
。
平

成
26
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、

３
か
年
実
施
計
画
及
び
行
財
政
改

革
大
綱
と
の
整
合
性
を
図
る
こ
と

を
基
本
と
し
、「
最
小
の
経
費
で

最
大
の
効
果
を
上
げ
る
」
と
い
う

財
政
運
営
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、

投
資
的
効
果
や
緊
急
性
を
十
分

勘
案
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
効
率

的
な
配
分
に
努
め
た
。
そ
の
上
で
、

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
、
将

来
を
見
据
え
た
基
盤
整
備
を
継
続

し
て
い
く
ほ
か
、
水
害
対
策
や
人

口
減
少
問
題
対
策
等
も
盛
り
込
ん

だ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
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•
•
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○
本
市
に
お
け
る
子
供
の
生
存

環
境
の
現
状
に
つ
い
て

問
少
子
化
が
進
む
今
日
、
子
供

の
健
全
育
成
に
力
を
入
れ
る
も
の

の
、
反
面
そ
の
命
や
精
神
が
蝕
ま

れ
、
生
存
環
境
が
脅
か
さ
れ
て
い

る
。
本
市
に
お
け
る
子
供
達
の
い4

じ
め

4

4

、
不
登
校

4

4

4

、
虐
待

4

4

、
貧
困

4

4

等

の
現
状
は
ど
う
か
。ま
た
、そ
の
対

策
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
文
部
科
学
省
が
実
施
し
た
調

査
結
果
か
ら
、
平
成
25
年
度
に
市

内
中
学
校
で
い
じ
め
を
認
知
し
た

学
校
数
及
び
件
数
は
、
小
学
校
が

５
校
で
25
件
、
中
学
校
が
５
校
で

19
件
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
平

成
25
年
度
に
年
間
30
日
以
上
欠

席
が
あ
っ
た
長
欠
児
童
生
徒
の
う

ち
、
不
登
校
が
原
因
と
思
わ
れ
る

も
の
は
、
小
学
校
が
９
校
で
17
名
、

中
学
校
が
７
校
で
63
名
と
な
っ
て

い
る
。ま
た
、平
成
26
年
８
月
１
日

現
在
、
就
学
援
助
を
受
け
て
い
る

児
童
生
徒
は
４
１
０
名
で
あ
る
が
、

経
済
的
理
由
で
学
校
に
通
う
こ
と

が
で
き
て
い
な
い
児
童
生
徒
は
い
な

い
。ま
た
、平
成
25
年
度
の
児
童
虐

待
相
談
件
数
は
19
件
で
、
内
訳
は

身
体
的
虐
待
６
件
、
心
理
的
虐
待

１
件
、
性
的
虐
待
１
件
、
ネ
グ
レ

ク
ト
11
件
と
な
って
い
る
。

　
い
じ
め
に
つ
い
て
は
、
各
小
中
学

校
に
お
い
て
「
い
じ
め
防
止
基
本
方

針
」
を
立
て
、
未
然
防
止
、
早
期

発
見
・
対
応
に
向
け
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
や
教
育
相
談
等
を
実
施
す
る

よ
う
指
導
し
て
い
る
。

　

不
登
校
に
つ
い
て
は
、
対
象
児

童
生
徒
宅
へ
の
電
話
連
絡
や
定
期

的
な
家
庭
訪
問
を
実
施
す
る
な
ど
、

児
童
生
徒
理
解
並
び
に
家
庭
と
の

連
携
を
図
る
よ
う
指
導
す
る
と
と

も
に
、「
茂
原
市
適
応
指
導
教
室
」

の
活
用
も
紹
介
し
て
い
る
。

　

貧
困
に
つ
い
て
は
、
一
人
親
家
庭

等
の
理
由
で
経
済
的
に
困
窮
し
て
い

る
家
庭
に
対
し
て
、
就
学
援
助
制

度
に
よ
り
、給
食
費・校
外
学
習
費・

学
用
品
費
等
の
援
助
を
行
って
い
る
。

　

虐
待
に
つい
て
は
、
関
係
機
関
と

情
報
共
有
と
役
割
分
担
し
、
今
後

の
支
援
方
針
を
立
て
、
連
携
し
な

が
ら
訪
問
な
ど
の
支
援
を
継
続
し

て
行
って
い
る
。

○
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
公

表
に
つ
い
て

問
今
年
、
小
中
学
校
を
対
象
に
全

国
基
礎
学
力
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
た
。

本
市
の
学
力
水
準
は
ど
う
で
あ
っ
た

か
。
ま
た
、
そ
の
結
果
を
も
って
ど

う
生
徒
指
導
す
る
の
か
。
学
校
別

成
績
公
表
は
学
校
間
差
別
に
な
る

と
公
表
し
な
い
自
治
体
が
多
い
が
、

本
市
の
方
向
は
。

答
本
市
の
小
学
校
は
、
全
国
と
比

較
す
る
と
、
平
均
を
若
干
上
回
っ

て
お
り
、
県
と
比
較
す
る
と
、
ほ

ぼ
同
じ
レ
ベル
に
あ
る
。
ま
た
、
本

市
の
中
学
校
は
、
全
国
・
県
と
も
に
、

平
均
を
若
干
下
回
る
レ
ベル
に
位
置

し
て
い
る
。

　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

は
、
学
力
の一
部
の
調
査
で
あ
る
こ

と
、
公
表
に
伴
って
点
数
だ
け
が
独

り
歩
き
し
、
序
列
が
つ
く
こ
と
も

懸
念
さ
れ
る
た
め
、
教
育
委
員
会

と
し
て
は
、
学
校
名
を
明
ら
か
に

し
た
結
果
の
公
表
は
考
え
て
い
な
い
。

　

今
後
、「
調
査
結
果
分
析
委
員

会
」
を
組
織
し
、
結
果
の
分
析
を

行
い
、
全
国
の
課
題
、
本
市
課
題

を
踏
ま
え
た
類
似
問
題
を
作
成
し
、


